
 ９月定例会における建設常任委員会の概要  

 

◆ １０月４日（火） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１０時５５分～午前１１時０４分） 

           閉会 午後 ０時０８分 

◆ １０月５日（水） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時３０分～午前１１時３４分） 

           閉会 午後 ０時０９分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第86号 令和４年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 所管分 

議第87号 令和４年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

議第88号 令和４年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

議第89号 令和４年度山形県公営企業資産運用事業会計補正予算（第１号） 

議第90号 令和４年度山形県水道用水供給事業会計補正予算（第１号） 

議第94号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について中 所管分 

議第96号 山形県建築基準条例の一部を改正する条例の制定について 

議第97号 
山形県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

議第101号 都市計画街路事業に要する費用の一部負担について 

議第102号 流域下水道の建設事業に要する費用の一部負担について 

議第103号 港湾事業に要する費用の一部負担について 

議第104号 急傾斜地崩壊対策事業に要する費用の一部負担について 

議第105号 
一般県道白滝宮宿線道路改築事業橋梁上部工工事請負契約の一部変

更について 

議第106号 
主要地方道米沢飯豊線道路施設長寿命化対策事業中津川橋橋梁補修

工事請負契約の一部変更について 

議第110号 除雪機械の取得について 

議第111号 除雪機械の取得について 



議第113号 蔵王みはらしの丘ミュージアムパークの指定管理者の指定について 

議第114号 弓張平公園の指定管理者の指定について 

議第115号 酒田北港緑地の指定管理者の指定について 

議第116号 酒田北港緑地展望台の指定管理者の指定について 

議第117号 米沢ヘリポートの指定管理者の指定について 

議第118号 山形県営駐車場の指定管理者の指定について 

議第122号 令和４年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 所管分 

 

（２）報告事項 

 県土整備部長 

 ・東北中央自動車道「東根北ＩＣ～村山本飯田ＩＣ」間の開通について 

 ・令和４年８月３日からの大雨による公共土木施設災害への対応状況 

 

（３）審査内容 

  議案の概要について県土整備部長から説明を聴取し、議案の詳細について関

係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と、所管事項に関する質問を

行った。 

また、防災・減災、国土強靱化対策の一層の推進を求める意見書案を提出す

ることについて議題に供し協議を行った。 

 

（４）採  決 

付託された23議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定した。 

また、防災・減災、国土強靱化対策の一層の推進を求める意見書案を今定例

会の本会議に提出することを決定した。 

なお、意見書の案文及び本会議への提出方法については、正・副委員長に一

任された。 

 

（５）主に議論された項目 

◇ 大江町百目木地区において国が検討を進めている堤防整備及び地域住

民の家屋移転に伴う補償手続きの見通しについて。また、当該整備におけ

る県の関わり方はどうか。 

◇ 県内豪雪地域における除雪機械の配置及び更新に係る県の考え方につ

いて。 

◇ 安全で円滑な道路交通の確保等を目的に、市町村管理道路においてラウ

ンドアバウトの設置が進められているが、県管理道路における設置の見通 



しはどうか。 

◇ ムービングハウスは木造ユニットの設置により居住環境を迅速に確保

できることから、災害時における応急仮設住宅としての導入について、関

係団体との協定締結を含め検討していく必要があると考えるがどうか。 

◇ 東北中央自動車道「東根北ＩＣ～村山本飯田ＩＣ」間の開通によって交

通量の増加が見込まれるが、無料区間と有料区間の境界である東根ＩＣ 

周辺の渋滞緩和及び安全対策に向けた県の取組状況はどうか。 

◇ 酒田港におけるカーボンニュートラルポート形成を見据えた基礎調査

の概要及び基地港湾との関連性について。 

◇ 重要物流道路及び代替・補完路として国の指定を受けた県管理道路の機

能強化等に係る予算措置及び整備状況について。 

◇ 水道用水供給事業の広域化に向けた現在の検討状況について。また、「

水道広域化推進プラン」について、企業局はどのような考えのもと策定に

関わっていくのか。 

◇ 本年八月の豪雨に係る災害復旧にあたっては、国の権限代行等が迅速か

つ機動的に実施されているが、近年頻発する自然災害の激甚化を踏まえ、

県民の命と暮らしを守るため、防災・減災、国土強靱化対策に係る十分な

予算措置を求める意見書を提出すべきと考えるがどうか。 

 

 


